
 

１、Ｒ８・進路行事について   

 今年度の進路行事一覧を、掲載をさせていただきました。昨年度と大きな変更点はございませんが、

引き続き平常時（早朝・放課後）や長期休業中の補習に積極的に参加し、定期的に実施される校外模試

についても、自分の進路を意識して受験してほしいと思います。模試は、現在の立ち位置（偏差値・順

位・判定）や苦手分野を客観的に把握し、本番の雰囲気や時間配分に慣れる絶好の機会となります。単

に受けるだけでなく、「目標設定」（特に志望校）と「丁寧な復習（解き直し）」のプロセスが合否を分け

る重要なポイントです。また、国公立大の場合にはドッキング判定が用いられます。例えば、３年生の

１０月に「第２回ベネ駿記述模試」と「第３回ベネ駿共通テスト模試」が実施されます。共通テスト（第

３回）と２次個別試験（第２回）の結果をふまえ、志望校の判定がだされます。判定の際に、受験科目

が足らない場合には判定（Ａ～Ｅ）がでませんので、志望校に必要な受験科目の確認をしておく必要 

があります。 

 

R８・第３号  ４月２８日発行 

前南進路だより  

１年 ２年 ３年 備考

４月 14(火)第１回スタディサポート ・ガイダンス・主事講話(各学年)

･二者面談週間

５月 29(金)30(土)進研共通テスト模試

６月 26(金)27(土)進研記述模試 ・「進路の手引き」発行  

・第１回志望校検討会（3年）

７月

27(月)～31(金)集中学習会

８月 3(月)4(火)第２回全統共テ模試

24(月)第２回全統記述模試【希望者】

９月 1(火)大学入試説明会 ・（就職試験開始）

3(木)共通テスト出願説明会 ・二者面談週間

12(土)第１回ベネ駿共通テスト模試

10月 ・面接・小論文指導（3年）

10(土)第２回ベネ駿記述模試 ・大学見学会（1年）

17(土)第３回全統記述模試 ・卒業生講演会（1・2年）

24(土)第３回全統共通テスト模試

31(土)第３回ベネ駿共通テスト模試

11月 ・第２回志望校検討会（3年）

１0(火)１2(木)研究室訪問・大学説明会 14(土)全統プレ共通テスト模試

12月 ２４(木)25(金)共通テスト直前演習① ・三者面談（3年）

・特編授業Ⅰ

１月 7(木)8(金)共通テスト直前演習② ・第３回志望校検討会

16(土)17(日)大学入学共通テスト ・特編授業Ⅱ

19(月)共通テスト自己採点

国公立大学　出願

２月 6(土)進研共通テスト模試 12(金)～ 家庭学習

国公立大学　前期試験

３月 国公立大学　中期・後期試験

4(日)英検第２回(校外) 1次

11(木)合格体験を聴く会

２４(木)～28(月)冬季補習 【希望者】

※『共通テスト』模試（教科数が多い）場合には、短縮授業日を設定し、放課後に実施

２５(日)英検第３回(校外)　１次

8(日)英検第２回(校外)　2次

31(土)ベネッセ学力テスト

・三者面談（7/13～24）
・インターンシップ(希望者)
・オープンキャンパス

１7(月)～20(木)夏季補習後期 【希望者】

２1(火)～２4(金)夏季補習前期 【希望者】

5(水)第２回全統記述模試 【希望者】

9(木)第１回スタディサポート

31(日)英検第１回(校外)　1次

27(土)ベネッセ総合学力テスト

5(日)英検第１回(校外)　2次

16(土)ベネッセ学力テスト

28(日)英検第２回(校外)　２次



（1）志望校判定について 

 ベネッセと河合塾では、偏差値や判

定の出し方に違いがあります。模試の

受験者層や、左図の「Ａ判定」以外で

合格可能性の数値に若干の違いがあ

ります。２社の模試結果を比較するこ

とで、自分の立ち位置が確認できます

ので、あまり気にすることはないと思

います。しかし、受験本番が近づくにつれ、模試の判定は気になります。「Ａ判定」でも、二次個別試験

の結果によっては、不合格となることもあります。「Ｄ・Ｅ判定」でも、二次個別試験の結果によっては

逆転による合格を勝ち取ることもできます。模試の結果に一喜一憂をすることはなるべく控え、良い判

定がでた場合には、さらなる上位大学を目指す。悪い判定がでた場合には、出来なかった問題の復習を

し、次に出題された時にはしっかり得点できることが大切です。 

 

（2）志望校判定の記入の注意 

 ① 判定ではなく、自分が行きたい大学を第１志望の欄に記入 → 自分の立ち位置を確認 

 ・第１志望の大学に必要な得点は、あと何点か？ → 共通テスト得点率を考慮、学習計画を立てる 

   ＜従来＞                      ＜今後＞ 

  志望校 志望 判定   志望校 志望 判定 

１ 福島大 第３志望 Ａ １ 東京都立 第１志望 Ｅ 

２ 埼玉大 第２志望 Ｃ ２ 埼玉大 第２志望 Ｃ 

３ 東京都立 第１志望 Ｅ ３ 福島大 第３志望 Ａ 

※ 福島大で「Ａ判定」がでているので、第１志望の合格を目指して学習を継続（＝併願校が抑えら 

 れている状態） 

  

② 共通テスト模試（マーク） → 私大は、共テ利用で志望校を記入 

   記述模試         → 私大は、一般選抜で志望校を記入 

  

③ 記述模試で、２次個別試験の科目を受験していないと、ドッキング判定はでない 

   （上位大学 → ２次個別試験の科目数と配点が高い傾向） 

 

（3）志望校についての注意事項 

 ① 入試科目と配点 → 特に、共通テストと２次個別試験の配点 

 ・共通テストの配点が高ければ、共通テストの得点率が合否に大きく影響 ：「共テ逃げ切り」 

 ・２次個別試験の配点が高ければ、２次個別試験の結果が合否に大きく影響：「二次勝負」 

 

 ② 共テ得点率と２次個別試験の得点の目安 

 例）埼玉大学（経済） 2025 年度入試の結果を参照 

満点（総合得点） 共通テスト ２次個別試験 合格最低点 

1450点 950点 500点 931.48 

 

【河合塾の共テ得点率（ボーダー）：68％】      【２次個別試験で必要な得点（目安）】 

  950点 ✖ 68％ ＝ 646点（情報は、0.5換算） → 931.48 － 646  ＝ 285.48点（57％） 

  950点 ✖  65％ ＝ 617.5 点           →  931.48 － 617.5 ＝  313.98点（62.7％）   

    950点 ✖  63％ ＝ 598.5 点           →  931.48 － 598.5 ＝  332.98点（66.6％） 

    

判定 ベネッセ（進研模試） 河合塾（全統模試） 

Ａ 合格可能性 80％以上 合格可能性 80％以上 

Ｂ 60％以上 80％未満 65％ 

Ｃ 40％以上 60％未満 50％ 

Ｄ 20％以上 40％未満 35％ 

Ｅ 20％未満 20％以下 



※  模試の判定以上に、合格に必要な得点の目安（目標）が明確になると、合格に一歩近づくこと 

ができます。埼玉大学（経済）の２次個別試験の科目は、国数英から２科目（500 点）です。共 

テが 68％の得点率であれば、２次個別試験は 285.48 点（57％）の得点で合格圏内となります。 

赤本で実際に問題を解いてみて、【何点ぐらいとれそうか】を自分で把握することが重要です。ま 

た、記述問題の採点基準は複雑ですので、各教科担当の先生に添削指導を受けることもおススメ 

します。自分では正解だと思っていても、必要事項が記載されていなかったりすると減点された 

り、得点にならない場合もあります。 

もし、２次個別試験で必要とされる得点に届かない場合は、志望校を信州大学（経済）や新潟 

大学（経済科学）に変更も想定しておかなければなりません（下図参照）。共通テストの得点率で 

どの大学へ出願するか、合格には何点必要かといった自分の立ち位置を知るためにも、模試をし 

っかり活用してください。（共通テストの平均点によって、合格最低点は変化します。ちなみに、 

2026年度共通テストの平均点は、約 30点（1000点満点）下がりましたので、合格最低点も低く 

なることが推測されます） 

 

 

※参考：国公立大の入試科目・配点（抜粋） 【経済・経営・商（前期）】  

大学 学部 

共テ 

２次 

配点 

200 100 100 200 100 100 100 100 100 

２次 

科目 

得

点

率 

国

数 

英 
国 

数 

① 

数 

② 

英 

Ｒ 

Ｌ 

社 

① 

社 

② 

理 

① 

理 

② 

情

報 

東京都立 
経済 

経営 

500 

410 
100 50 50 

80 

20 
50 50 50 ✕ 50 

国英 

数社 

(1) 

調査書 

74 155 

横浜市立 国際商 
1000 

500 
200 100 100 

240 

60 
100 100 50 ✕ 50 

英 

小論文 
71 150 

金沢 
経済 

学類 

700 

1050 
100 50 50 

50 

50 
100 100 100 ✕ 100 国数英 68 145 

埼玉 経済 
950 

500 
200 100 100 

150 

50 
100 100 100 ✕ 50 

国数英 

(2) 
68 145 

信州 経法 
900 

250 
200 100 100 

160 

40 

300 

(3) 
100 

国数英

(1) 

調査書 

65 140 

新潟 
経済 

科学 

550 

600 
100 50 50 

80 

20 

100 

地歴 
✕ 100 ✕ 50 国数英 63 130 

福島 
人文 

社会 

1100 

400 
200 100 100 

160 

40 

100 100 
100 ✕ 100 

英小論文 

(1) 
61 115 

✖２ 

高経 経済 
400 

400 

100 

③ 

100 

③ 

50 

50 

100 

③ 

100 

③ 

100 

③ 

国数英 

（2） 
67 120 

 

※（ ）数字は、選択科目数。 

※ 〇数字は、該当科目の中から選択する科目数 

※ 福島大は、【社会２科目】と【数②と情報の高得点１科目＋数①の合計点】の合計点を比較し、高い 

 ２科目を２倍（図表においては、社会２科目が高かったことを想定） 

※【得点率】は、河合塾 2026年度入試難易度予想ランキング表を参照 

※【国数英】は、ベネッセ模試の得点の目安（作者が、合格ラインを参考にして作成） 


